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現在の大洲

今 月 の 表 紙

税　　　別 11月 12月 1 月 2 月

市 県 民 税 4期

固 定 資 産 税 3期 4期

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税 5期 6期 7期 8期

11月の納税など　納期限は12月2日㈪です。

人の動き（先月比）

人　口　42,804人　（－ 56 ）
　男　　20,444人　（－ 28 ）
　女　　22,360人　（－ 28 ）
世帯数　19,865世帯（－ 14 ）

交通事故（昨年同期）

　件　数　48件（  61 件）
　死　者　　0人（     0 人） 
　負傷者　53人（  82 人）

（2019年９月末現在）

　今年のうかいシーズン
が終了し、活躍した鵜

う

の労をねぎらう鵜感謝祭
が、10月２日㈬、肱北河
原で行われました。
　今年で62年目を迎えた
大洲のうかいは、3,627
人に楽しんでいただきま
した。
　参加した関係者らは、
来年のうかいのさらなる
盛況を祈願し、鵜にア
ユを与えました。

　

ロ
ボ
ッ
ト
製
作
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

技
術
を
競
う
「
Ｗ
Ｒ
Ｏ
（
ワ
ー
ル
ド
・

ロ
ボ
ッ
ト
・
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
）」
の

全
国
大
会
に
お
い
て
、
八
幡
浜
工
業
高

等
学
校
３
年
の
城
ノ
戸
さ
ん
の
チ
ー
ム

が
優
勝
し
、
11
月
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
開

催
さ
れ
る
国
際
大
会
へ
の
出
場
権
を
手

に
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
２
人
ま
た
は
３
人
が
チ
ー
ム

に
な
っ
て
、
自
立
走
行
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
ロ
ボ
ッ
ト
に
組
み
込
み
、
課
題
解

決
の
正
確
さ
と
ス
ピ
ー
ド
を
競
い
ま

す
。
城
ノ
戸
さ
ん
は
「
私
た
ち
の
強
み

は
、
２
人
と
も
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
と
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
を
担
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ
デ
ア
を
集
結
し
、

大
会
に
挑
み
ま
し
た
。
全
国
大
会
で
の

優
勝
は
、
ひ
と
つ
の
目
標
で
あ
り
、
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
大
会
を

振
り
返
り
ま
し
た
。

　

世
界
大
会
に
向
け
、
城
ノ
戸
さ
ん
は

ロ
ボ
ッ
ト
の
改
良
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。「
世
界
一
に
な
る
た
め
に
は
、
正

確
性
を
保
ち
つ
つ
、
ス
ピ
ー
ド
を
今
よ

り
も
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

大
会
当
日
に
は『
サ
プ
ラ
イ
ズ
ル
ー
ル
』

が
追
加
さ
れ
ま
す
。想
定
練
習
を
重
ね
、

ど
の
よ
う
な
ル
ー
ル
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
」
と
意
気
込
み
を

話
し
ま
し
た
。

城
き

ノ
の

戸
と

　翼
つばさ

　さん（八幡浜工業高等学校 3 年、白滝出身）

N E X T き ら め き

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を。
今年度から市県民税と固定資産税が ４ 期納付になります。

C O N T E N T S 　 目 次

２ ページ  NEXTきらめき・今月の表紙
3 ページ～   （特集）きらめく頂点を目指して
8 ページ～  おおずニュース
１0ページ～   シリーズ
１3ページ～ おしらせピックアップ
２２ページ～  情報ひろば
２4ページ  集まれＯ級若モン
２5ページ  図書館
２6ページ～  保健センター・各種相談ガイド
２8ページ  がんばるひと
　　　　　　　（長浜フォークソング愛好会）

第16回 WRO Japan 2019 in 西宮 決勝大会
　レギュラーカテゴリー（エキスパート競技）高校生部門 優勝
WRO 2019 ハンガリー 国際大会 出場決定
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（特集）きらめく頂点を目指して

3 広報おおず 2019年11月号

　スポーツの秋です。みなさんは、どのスポーツが好きですか。来年の東京オリンピック開催に向け、全国
ではさまざまな大会が開かれるなど、スポーツへの関心が高まっています。
　今月号では、大洲市出身の ２ 人の若きアスリートを紹介します。 ２ 人を知る人も知らない人も、全国の舞
台で戦っている勇姿を応援してください。

サ
ッ
カ
ー

東ひ
が
し 

　
俊し

ゅ
ん

希き

　

さ
ん

ビ
ー
チ
バ
レ
ー

大お
お

本も
と

　
真ま

代よ

　

さ
ん

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
Ｆ
．Ｃ

　

Ｕ

｜

15
か
ら
５
年
連
続
で
日
本
代
表
に
招
集
さ
れ
る
。
昨

年
開
催
さ
れ
た
Ｕ

｜

19
ア
ジ
ア
選
手
権
で
は
、
準
々
決
勝

の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
戦
で
ミ
ド
ル
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
る
な
ど
、

Ｕ

｜

20
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
へ
の
出
場
権
獲
得
に
貢
献
し
た
。

松
山
東
雲
女
子
大
学
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
部

　

大
学
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
日
本
一
を
決
め
る
「
第
31

回
全
日
本
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
学
選
手
権
大
会
」
に
昨

年
に
引
き
続
い
て
出
場
。
全
国
か
ら
強
豪
チ
ー
ム
が
集
ま
る

中
、
熱
戦
を
勝
ち
抜
き
、
悲
願
の
初
優
勝
を
果
た
す
。
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サ
ッ
カ
ー
と
の
出
合
い　
　
　
　
　

     

　

保
育
園
に
通
っ
て
い
た
と
き
、
友
達

と
遊
び
で
始
め
た
の
が
私
と
サ
ッ
カ
ー

の
出
合
い
で
す
。
そ
の
後
、
小
学
校
１

年
か
ら
喜
多
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
に
入
団
し
ま
し
た
。
中
学
で
は
、
松

山
市
の
「
Ｆ
Ｃ
ゼ
ブ
ラ
」
に
入
団
し
ま

し
た
。

　

中
学
卒
業
後
は
、
Ｊ
リ
ー
グ
・
サ
ン

フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
Ｆ
．Ｃ
の
育
成
組
織

で
あ
る
ユ
ー
ス
の
ク
ラ
ブ
に
入
団
し
た

た
め
、
広
島
県
の
高
校
へ
進
学
し
ま
し

た
。

 

地
元
を
離
れ
て
広
島
へ　
　
　
　
　

      

　

中
学
の
と
き
に
、
複
数
の
チ
ー
ム
か

ら
オ
フ
ァ
ー
が
あ
り
、
そ
の
中
で
サ
ッ

カ
ー
に
集
中
で
き
る
環
境
が
そ
ろ
っ
て

い
る
と
思
っ
た
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島

Ｆ
．Ｃ
ユ
ー
ス
に
思
い
切
っ
て
入
団
を

決
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
周
り
に
レ
ベ
ル
の
高
い
選
手

が
い
る
環
境
で
サ
ッ
カ
ー
に
取
り
組
み

た
い
と
感
じ
た
の
も
理
由
の
ひ
と
つ
で

す
。
広
島
ユ
ー
ス
に
は
、
全
国
か
ら
選

手
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ト
ッ
プ
チ
ー

ム
の
ス
タ
ッ
フ
も
そ
ろ
っ
て
い
る
な

ど
、
私
に
と
っ
て
成
長
で
き
る
環
境
で

し
た
。

 

好
き
な
言
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　

特
に
好
き
と
い
う
言
葉
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ひ
と
つ
上
げ
る
と
し
た
ら
、「
気

持
ち
に
は
引
力
が
あ
る
」
で
す
。

　

こ
の
言
葉
は
、
広
島
ユ
ー
ス
で
試
合

を
す
る
と
き
に
、
横
断
幕
と
し
て
掲
げ

て
い
た
言
葉
で
す
。
勝
ち
た
い
と
思
う

気
持
ち
は
、
チ
ー
ム
の
団
結
に
も
つ
な

が
り
、
勝
利
を
引
き
寄
せ
て
く
れ
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。

サンフレッチェ広島F.Cの東選手

平成２7年
（２0１5年）

U－１5日本代表
AFC U－１6選手権インド２0１6 予選

平成２8年
（２0１6年）

U－１6日本代表
COPA UC ２0１6（チリ遠征）

平成２9年
（２0１7年）

U－１7日本代表
国際親善試合（スペイン遠征）

平成30年
（２0１8年）

U－１8日本代表
第２4回リスボン国際トーナメントU１8

（ポルトガル遠征）

U－１9日本代表
AFC U－１9選手権インドネシア２0１8
スペイン・インドネシア・メキシコ遠征

令和元年
（２0１9年）

U－２0日本代表
FIFA U－２0ワールドカップ２0１9ポーランド大会

FIFA U
アンダー

－20 ワールドカップ2019 ポーランド大会 出場

主な代表歴

（中村出身・サンフレッチェ広島F.C）

東
ひがし

 　俊
しゅん

　希
き

　さん

喜多サッカースポーツ
少年団時代の東選手

サンフレッチェ広島
F.Cユース時代の東選手
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AFCチャンピオンズリーグの一戦
（広島－メルボルン・ビクトリー）

FIFA U－２0 ワールドカップ２0１9での一戦

 

印
象
に
残
っ
て
い
る
試
合　
　
　
　

        
　

い
ち
ば
ん
印
象
に
残
っ
て
い
る
試
合

は
、
広
島
ユ
ー
ス
時
代
の
「
高
円
宮
杯

Ｊ
Ｆ
Ａ 
Ｕ
ア
ン
ダ
ー

－

18 

サ
ッ
カ
ー
プ
レ
ミ
ア

ム
リ
ー
グ
２
０
１
８
フ
ァ
イ
ナ
ル
」
の

一
戦
で
す
。
18
歳
以
下
の
ユ
ー
ス
日
本

一
を
か
け
た
試
合
で
、
私
に
と
っ
て
ユ

ー
ス
で
の
最
後
の
試
合
で
も
あ
り
ま
し

た
。
先
制
点
を
ア
シ
ス
ト
し
、
鹿
島
ア

ン
ト
ラ
ー
ズ
ユ
ー
ス
に
２

－

１
で
勝
利

し
、優
勝
を
飾
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

プ
レ
ー
す
る
上
で
心
か
け
て
い
る
こ
と 

　

常
に
「
遠
慮
し
な
い
」
と
い
う
こ
と

を
意
識
し
て
い
ま
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
上

で
は
、
年
上
、
年
下
と
い
っ
た
年
齢
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
プ
レ
ー
を

貫
き
、
自
分
の
良
さ
を
最
大
限
発
揮
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
リ
ー
グ
の
試
合
で
ベ
ン
チ
に
入
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
18
人
で
す
。
試
合

ご
と
に
、
当
日
ベ
ン
チ
入
り
メ
ン
バ
ー

が
決
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
日
の
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
や
、
他
の
試
合
で
の
結
果
を

勘
案
し
て
決
定
さ
れ
ま
す
が
、
遠
慮
し

た
よ
う
な
プ
レ
ー
を
見
せ
る
と
す
ぐ
に

メ
ン
バ
ー
か
ら
外
さ
れ
ま
す
。
外
さ
れ

る
と
本
当
に
悔
し
い
で
す
。

 

Ｕ

－

20 

Ｗ
杯
２
０
１
９
の
感
想

　

世
界
と
戦
う
中
で
、
自
分
の
実
力
が

ど
の
く
ら
い
通
用
す
る
か
ワ
ク
ワ
ク
し

て
い
ま
し
た
。
実
際
に
試
合
に
出
場
し

て
、
通
用
す
る
部
分
が
多
く
見
つ
か
り
、

自
分
の
中
で
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
４
戦
の
う
ち
、
私
は
２

試
合
に
フ
ル
出
場
、
１
試
合
に
途
中
出

場
し
ま
し
た
が
、
４
戦
す
べ
て
に
出
場

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
し
さ
と
し
て

残
り
ま
し
た
。

 
日
本
代
表
と
し
て　
　
　
　
　
　
　

      
　

日
本
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
る
人

は
、
私
を
含
め
て
み
ん
な
日
本
代
表
に

選
ば
れ
た
い
と
考
え
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
実
力
の
あ
る
選
手
は
、
20
歳
以
下

で
あ
っ
て
も
ア
ン
ダ
ー
20
に
は
出
場
せ

ず
、
Ａ
代
表
（
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
に

お
け
る
最
上
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
）
に
招
集

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
Ａ
代
表
と

し
て
、
日
の
丸
を
背
負
う
選
手
に
な
り

た
い
で
す
。

　

将
来
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
チ
ー
ム
に

移
籍
し
て
、
よ
り
レ
ベ
ル
の
高
い
環
境

で
プ
レ
ー
し
て
み
た
い
で
す
。
今
は
ま

だ
そ
の
時
期
で
は
な
い
の
で
、
少
し
ず

つ
確
実
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
き

た
い
で
す
。

 

こ
れ
か
ら
の
目
標　
　
　
　
　
　
　

     

　

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
Ｆ
．Ｃ
で
Ｊ

リ
ー
グ
優
勝
・
Ａ
Ｃ
Ｌ
（
ア
ジ
ア
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
ズ
リ
ー
グ
）
優
勝
を
目
指
し

た
い
で
す
。
チ
ー
ム
が
優
勝
す
る
と
き

に
は
、
そ
の
中
心
に
自
分
が
い
る
よ
う

に
し
た
い
で
す
。

　

私
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は
、
キ
ッ

ク
の
精
度
で
す
。
サ
イ
ド
か
ら
の
ク
ロ

ス
な
ど
、
チ
ャ
ン
ス
メ
イ
ク
に
は
自
信

が
あ
り
ま
す
。
私
は
左
利
き
な
の
で
、

他
の
選
手
と
は
違
っ
た
独
特
な
動
き
も

で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
さ
ら
に
自
分
の
特
長
を

伸
ば
せ
る
よ
う
、
集
中
し
て
練
習
に
取

り
組
み
た
い
で
す
。
ま
た
、
サ
ッ
カ
ー

に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
況
に
あ

る
こ
と
に
感
謝
し
、
子
ど
も
た
ち
に
夢

を
与
え
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
な
り
た
い
で

す
。
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平成30年
（２0１8年）

第3２回ビーチバレージャパン愛媛県大会
準優勝（大本・武田ペア）

第 １ 回全日本ビーチバレーボールU－２3男女選抜優勝大会
第 4 位（大本・武田ペア）

第30回全日本ビーチバレーボール大学男女選手権大会
第 3 位（大本・武田ペア）

平成3１年・
令和元年

（２0１9年）

第２0回会長杯OSAKA BEACH OPEN
第 3 位（大本・武田ペア）

ジャパンビーチバレーボールツアー ２0１9　U－２3熊野大会
優勝（大本・松尾ペア）

JSVサテライト２0１9 U－２3神戸大会
優勝（大本・松尾ペア）

第3１回全日本ビーチバレーボール大学男女選手権大会
優勝（大本・武田ペア）

第31回全日本ビーチバレーボール
大学男女選手権大会

主な代表歴

（長浜町櫛生出身・松山東雲女子大学ビーチバレー部 3 年）

大
お お

 本
も と

　真
ま

 代
よ

　さん

全日本ビーチバレー大学男女選手権大会　優勝
（左：武田ひかりさん　右：大本真代さん）

ビーチバレーの試合の様子
（スパイクしているのが大本さん）

足場は悪く、天候にも左右されやすい

 

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
と
の
出
合
い　
　
　

  

　

私
は
、
小
学
５
年
生
か
ら
高
校
卒
業

ま
で
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
ド
ア
の
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
高
校
３

年
生
の
時
に
は
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の
ジ

ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
に
挑
戦
し
、
愛
媛

県
予
選
で
優
勝
、
全
国
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
学
入
学
時
に
、

監
督
の
佐
伯
さ
ん
か
ら
入
部
を
勧
め
ら

れ
、
本
格
的
に
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
を
始
め

ま
し
た
。

 
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
を
始
め
て　
　

  　
　

  

　

最
初
の
頃
は
辞
め
よ
う
か
と
思
う
く

ら
い
苦
痛
で
し
た
。
イ
ン
ド
ア
の
バ
レ

ー
と
の
ル
ー
ル
や
制
度
、
環
境
の
違
い

に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
と
て
も
苦

労
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
２
年
目
の
終

わ
り
頃
か
ら
、
よ
う
や
く
楽
し
い
と
思

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の
難
し
さ　
　
　
　

  

　

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の
試
合
は
、
ほ
と
ん

ど
が
屋
外
の
砂
浜
で
行
わ
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
砂
の
深
さ
・
硬
さ
、
風
の
向

き
な
ど
、
試
合
に
よ
っ
て
環
境
が
大
き

く
異
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
環
境
面

に
よ
っ
て
試
合
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る

点
が
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の
難
し
い
と
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

 

試
合
に
勝
つ
た
め
に
は　
　
　
　
　

  

　

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
は
、
２
人
１
組
で
試

合
に
臨
み
ま
す
。
勝
つ
た
め
に
は
、
ペ

ア
と
の
息
を
合
わ
せ
、
コ
ー
ト
を
２
人

で
カ
バ
ー
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
声

優勝
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を
か
け
合
い
、
ペ
ア
を
信
頼
し
て
試
合

に
臨
ん
で
い
ま
す
。

 

印
象
に
残
っ
て
い
る
試
合　
　
　
　

  

　

優
勝
し
た
大
学
選
手
権
大
会
の
直
前

に
参
加
し
た
Ｕ

－

23
男
女
選
抜
優
勝
大

会
で
の
試
合
で
す
。
勝
て
る
だ
ろ
う
と

慢
心
し
て
い
た
部
分
が
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の

１
回
戦
で
接
戦
の
末
、
破
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
の
敗
戦
は
、
私
た
ち
の
気

を
引
き
締
め
、
次
の
大
会
へ
の
士
気
を

高
め
ま
し
た
。こ
の
敗
戦
が
な
け
れ
ば
、

大
学
選
手
権
大
会
の
優
勝
も
な
か
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 

こ
れ
か
ら
の
目
標　
　
　
　
　
　
　

  

　

来
年
も
大
学
選
手
権
大
会
に
出
場

し
、
連
覇
を
狙
い
た
い
で
す
。
私
は
、

風
を
読
む
力
が
弱
い
の
で
、
克
服
す
る

た
め
に
も
、
屋
外
で
の
練
習
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
で
す
。

 

大
洲
の
子
ど
も
た
ち
に
ひ
と
こ
と　

  

　

愛
媛
県
に
は
、
私
た
ち
が
い
つ
も
活

動
し
て
い
る
屋
内
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
コ
ー

ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ト
で
は
、

定
期
的
に
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る

の
で
、
興
味
の
あ
る
学
生
の
み
な
さ
ん

は
、
参
加
し
て
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の
魅
力

を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

試合中、得点して声をかけ合う ２ 人
（左：大本真代さん　右：武田ひかりさん）

　武田・大本の ２ 人は、性格が対照的なペアで
した。ビーチバレーにおいて、ペアの相性は非
常に大事です。 ２ 人は、その対照的な性格を生
かし、持ちつ持たれつの関係を築いていました。
　 ２ 人は昨年の大学選手権大会で 3 位に終わ
り、今年はリベンジの気持ちで試合に臨みまし
た。挑戦者として、コツコツ練習を重ねた結果
が優勝できた要因だと思っています。
　 ２ 人のように全国で活躍する選手が、ここ愛
媛県からもっと増えるよう、ビーチバレーの振
興に取り組みたいです。

　大本さんは、野村高校バレー部の後輩であり、
共に苦労を乗り越えてきました。大会で優勝で
きたのも、こうした長い付き合いのもと、心が
通じ合っていたからだと思っています。試合で
は、監督の指示により、自分たちで作戦を考え
ます。ペアとのつながりの先に何ができるか、
２ 人で考えて試合に臨んでいました。
　現在は、最後の大会も終え、後輩にビーチバ
レーを教えています。自分に続いて、活躍して
くれる選手が増えてほしいです。

松山東雲女子大学・
松山東雲短期大学
ビーチバレーボール部

監督　佐
さ

伯
いき

　美
み

香
か

 さん

松山東雲女子大学
ビーチバレーボール部 4 年

武田　ひかり さん
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ご長寿おめでとうございます　～令和元年度100歳訪問～
　今年度、満１00歳を迎える市内の長寿者２3人を祝い、
より一層の健康増進を祈念しようと、 9 月２6日㈭、二宮
市長が対象者を訪問しました。この訪問は毎年実施して
いるもので、今年は大正 8 年度生まれの人を対象として
います。
　市長は、市内対象者の家庭や施設を訪れ、一人ひとり
と懇談し記念品の贈呈などを行いました。対象者の １ 人
である穗積マツミさんを訪問した二宮市長は、「おいし
く食事を食べ、ずっと笑いながら過ごしてほしい。元気
で長生きのためにも、自分ができる運動を毎日コツコツ
と続けてください」と話しました。
　二宮市長の言葉に穗積さんは、「１00歳を迎え、自分で
も驚いています。若いころから、農家として力仕事をし
てきたからかもしれません。今日はこのようにお祝いし
ていただき、ありがとうございました」と述べました。
　敬老の日（ 9 月１6日）現在、市内の１00歳以上の高齢
者は43人で、最高齢者は、女性が１09歳、男性が１05歳と
なっています。

　

愛
媛
県
と
県
歯
科
医
師
会
が
主
催
の

「
親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
お
い
て
、
奥
野
里り

映え

さ
ん
・
日ひ

那な

史み

ち
ゃ
ん
（
長
浜
）
が
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
平
成

30
年
度
に
３
歳
児
歯
科
健
康
診
査
を
受

診
し
た
子
と
そ
の
親
が
対
象
で
す
。

　

む
し
歯
の
予
防
、
歯
み
が
き
の
動
機

付
け
、正
し
い
食
習
慣
の
定
着
な
ど
が
、

歯
と
お
口
の
健
全
な
成
長
発
育
に
大
切

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
人

が
歯
と
お
口
の
健
康
を
保
つ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
大
洲
市
で
も
親
子
の
歯

の
健
康
に
つ
い
て
取
り
組
み
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

　

西
大
洲
に
移
転
し
た
Ｊ
Ａ
愛
媛
た
い

き
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
竣
工
式
が
、
９

月
19
日
㈭
に
開
か
れ
ま
し
た
。
式
に
は

関
係
者
ら
約
30
人
が
出
席
し
、
機
械
の

起
動
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
て
完
成
を
祝
い

ま
し
た
。
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農

家
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
米
や
麦

が
、
乾
燥
、
も
み
す
り
、
色
彩
選
別
な

ど
に
よ
り
調
製
さ
れ
ま
す
。

　

愛
媛
た
い
き
農
業
協
同
組
合
代
表
理

事
組
合
長
の
菊
地
秀ひ
で

明あ
き

さ
ん
は
「
多
く

の
協
力
が
あ
っ
て
無
事
に
完
成
し
た
。

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
さ
ら
な

る
大
洲
の
農
業
振
興
に
取
り
組
み
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

「
親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
優
秀
賞
受
賞

豪
雨
被
災
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
が
移
転
・
完
成

おおずニュース
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河
辺
地
域
で
恒
例
の
龍
馬
脱
藩
の
イ

ベ
ン
ト
が
９
月
21
日
㈯
、
22
日
㈰
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
夜
祭
と
し
て「
龍
馬
を
語
る
夕
べ
」

が
、
21
日
㈯
に
河
辺
ふ
る
さ
と
の
宿
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
幕
で
は
、
演
歌
歌
手
の
大
林
幸こ
う

二じ

さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
歌
謡
シ
ョ

ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
夜
祭
の
恒
例

の
曲
と
な
っ
て
い
る
、
龍
馬
脱
藩
ル
ー

ト
を
歌
っ
た
「
奔は
し

れ
！
龍
馬
」
を
始
め
、

歴
史
を
題
材
に
し
た
歌
や
軽
快
な
ト
ー

ク
で
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
第
２
幕
で
は
、
女
優
の
宮
本
真ま

希き

さ
ん
の
ト
ー
ク
や
、
龍
馬
フ
ァ
ン
に
よ

る
龍
馬
談
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後

は
「
奔
れ
！
龍
馬
」
を
参
加
者
全
員
で

歌
い
、
翌
日
の
完
全
踏
破
に
向
け
気
持

ち
を
一
つ
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

脱
藩
の
道
を
歩
み
、
龍り

ょ
う

馬ま

の
偉
業
を
し
の
ぶ

～
第
31
回
わ
ら
じ
で
歩
こ
う
坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道
～

おおずニュース

　

22
日
㈰
に
は
、「
第
31
回
わ
ら
じ
で

歩
こ
う
坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

出し
ゅ
っ

立た
つ

式
に
は
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
の
宮
本
真
希
さ
ん
や
、
東
北
や
関

東
な
ど
か
ら
集
ま
っ
た
県
外
者
37
人
も

参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
代
表
が
力
強

い
完
全
踏
破
宣
言
を
行
い
、
龍
馬
役
を

先
頭
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

約
２
３
０
人
の
参
加
者
は
、
Ａ
コ
ー

ス
（
榎え
の
き

ヶが

峠と
う
げ

〜
泉い
ず
み

ヶが

峠と
う
げ

）
と
Ｂ
コ
ー
ス

（
河
辺
ふ
る
さ
と
公
園
〜
泉
ヶ
峠
）
の

２
コ
ー
ス
に
別
れ
て
歩
き
ま
し
た
。
雨

が
降
る
中
、
宮
本
さ
ん
や
地
元
の
人
の

ご
接
待
を
受
け
、
約
１
５
０
年
前
に
坂

本
龍
馬
が
脱
藩
し
た
河
辺
の
道
を
、
龍

馬
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
を
込
め
て
踏
破
し
ま
し
た
。

災害時の防災活動を称えて
　大洲市消防団が、令和元年度防災功労者内閣総
理大臣表彰を受賞しました。大洲市消防団は、平
成30年 7 月豪雨災害時に、降り続く雨の中、水防
活動を行うとともに、住民の避難誘導、孤立住民
の救助活動などを行い、１１日間延べ3,335人が出動
しました。こうした地域の安全を守る消防団の功
績が認められ、受賞が決定しました。
　表彰を受け、大洲市消防団長の矢野正

まさ

祥
かず

さんは
「この受賞に恥じないよう、市民の安全・安心を守
るべく、より一層精進したい」と話しました。

一息ついて、落ち着いて
　秋の全国交通安全運動に合わせ、社会福祉法人
大洲幸楽園による交通茶屋が、 9 月２5日㈬、平野
地区の県道沿いで行われました。活動の前に、大
洲警察署の山崎淳

じゅん

二
じ

署長が「小さな運動ですが、
交通事故が １ 件でも減るように、ドライバーに安
全運転を訴えてください」とあいさつしました。
　交通茶屋には、大洲幸楽園の利用者や大洲交通
安全協会の会員など約50人が参加し、チラシや地
元産の梨などをドライバーに渡して交通安全を呼
びかけてました。

大林幸二歌謡ショー

宮本真希さん（写真右）によるおもてなし
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地域医療の未来を考える ～医療の現場から～　No.5

診療科目
内科・循環器内科・消化器内科・呼吸
器内科・血液内科・感染症内科・外科・
放射線科・リハビリテーション科・脳
神経外科・心臓血管外科・小児外科

受付時間 午前 8 時～１１時30分

休 診 日 土日、祝日、年末年始

所 在 地 〒795︲8505　東大洲１563番地１

電話番号 0893︲２5︲0535

公 式 H P https://kitaishikai.jp/hp/

救
急
患
者
受
け
入
れ
体
制
・
概
要
・
現
状

　

喜
多
医
師
会
病
院
は
、
昭
和
58（
１

９
８
３
）年
に
、
大
洲
喜
多
地
区
の
高

度
先
進
医
療
を
目
指
し
て
、
大
洲
市
と

内
子
町
の
ほ
ぼ
中
心
部
の
徳
森
小
鳥
越

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
11（
１
９

９
９
）年
に
は
、
四
国
初
の
地
域
医
療

支
援
病
院
に
認
可
さ
れ
、
以
来
、
地
域

の
病
院
か
ら
の
紹
介
患
者
に
対
す
る
高

度
な
医
療
の
提
供
や
、
最
新
の
医
療
機

器
な
ど
の
共
同
利
用
の
実
施
な
ど
、
地

域
に
お
け
る
医
療
の
確
保
に
向
け
た
支

援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

病
院
建
物
の
老
朽
化
に
伴
う
移
転
新

築
で
は
、
移
転
先
を
東
大
洲
と
し
、
平

成
30
年
６
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の

落
成
式
を
翌
日
に
控
え
た
同
年
７
月
７

日
㈯
に
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
っ

て
浸
水
被
害
に
遭
い
ま
し
た
が
、
全
職

員
そ
の
他
各
方
面
の
協
力
を
得
て
、
当

初
の
予
定
通
り
同
年
７
月
18
日
㈫
に
外

来
診
療
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

病
床
数
は
、
一
般
病
床
１
５
８
床
、

療
養
病
床
41
床
の
合
計
１
９
９
床（
４

病
棟
）体
制
で
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

喜
多
医
師
会
病
院
に
は
、
大
洲
・
喜

多
地
区
で
唯
一
、
心
臓
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
（
循
環
器
専
門
医
）
が
常
駐

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
緊
急
治
療

（
経
皮
的
冠
動
脈
形
成
術
）
を
要
す
る

急
性
心
筋
梗
塞
な
ど
の
循
環
器
救
急
患

者
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
体
制
が
整
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
社
会
で

急
激
に
増
加
し
て
い
る
心
不
全
患
者
の

診
療
に
は
、
多
職
種
に
よ
る
チ
ー
ム
体

制
で
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
な
ど
の
循
環
器

の
治
療
に
は
、
血
管
の
状
態
や
血
液
の

流
れ
を
調
べ
る
血
管
造
影
検
査
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
喜
多
医
師
会
病
院

に
は
、
そ
れ
ら
の
検
査
を
行
う
た
め
の

設
備
が
整
え
ら
れ
て
い
て
、
血
管
造
影

室
で
検
査
や
治
療
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
血
管
造
影
室
は
、
救

（
一
社
）喜
多
医
師
会
　
喜
多
医
師
会
病
院

急
車
で
患
者
が
搬
送
さ
れ
る
「
救
急
処

置
室
」
と
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
よ
り

迅
速
な
循
環
器
の
救
急
治
療
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

救急患者受け入れ概要

シリーズ

（平成30年 9 月～令和元年 8 月）
※移転後から １ 年間

 ▽受け入れ患者数 １,086件
　 うち救急車搬送 36１件

 ▽内訳
　 入院9２0件、外来１66件

血管造影室 救急処置室
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シリーズ

喜多医師会病院　院長

　住元　　巧
たくみ

 さん

外来/放射線科　看護主任
救急看護認定看護師

　尾上　祐
ゆう

介
すけ

 さん

安
心
で
き
る
医
療
の

体
制
構
築
を

ひ
と
り
で
も
多
く
の

命
を
救
え
る
よ
う
に

　

大
洲
喜
多
地
区
の
二
次
救
急
輪
番

体
制
は
、
市
立
大
洲
病
院
、
大
洲

中
央
病
院
、
大
洲
記
念
病
院
と
加
戸

病
院
の
４
病
院
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
医
師
不
足
の
影
響
で

週
３
日
は
八
幡
浜
地
区
の
救
急
病
院

が
加
わ
り
、
広
域
で
救
急
輪
番
を
行

っ
て
い
る
た
め
、
地
域
住
民
の
み
な

さ
ん
に
は
多
大
な
ご
迷
惑
を
か
け
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

喜
多
医
師
会
病
院
は
、
地
域
医
療

を
担
う
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
支
援

し
、
か
つ
地
域
の
救
急
を
担
う
病
院

と
し
て
平
成
11
年
に
地
域
医
療
支
援

病
院
と
し
て
認
可
さ
れ
、
年
間
９
０

０
件
以
上
の
救
急
患
者
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
循
環
器
救
急

患
者
に
つ
い
て
は
、
24
時
間
３
６
５

　

喜
多
医
師
会
病
院
は
、
救
急
当
番

病
院
に
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
心

筋
梗
塞
な
ど
の
心
疾
患
に
関
し
て

は
、
当
病
院
で
し
か
処
置
で
き
な
い

場
合
が
多
い
た
め
、
大
洲
市
・
喜
多

郡
以
外
か
ら
も
救
急
患
者
の
受
け
入

れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
救
急

車
で
患
者
が
搬
送
さ
れ
る
際
、
病
状

に
よ
っ
て
は
、救
急
隊
員
の
判
断
で
、

そ
の
日
の
救
急
当
番
病
院
で
は
な

く
、
当
院
に
直
接
搬
送
さ
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。他
の
病
院
と
は
違
い
、

担
当
す
る
曜
日
が
な
い
た
め
、
い
つ

救
急
要
請
が
来
て
も
対
応
で
き
る
よ

う
に
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
２
年
前
に
「
救
急
看
護
認
定

看
護
師
」の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

認
定
看
護
師
と
し
て
救
急
看
護
の
実

践
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
他
の
看
護

日
体
制
で
八
幡
浜
市
や
西
予
市
を
含

め
た
広
域
か
ら
の
患
者
を
受
け
入
れ

て
い
て
（
現
在
は
一
部
の
曜
日
で
受

け
入
れ
が
困
難
）、
二
次
救
急
輪
番

病
院
の
補
完
的
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、「
大
洲
喜
多
在
宅

医
療
・
介
護
連
携
事
業
」
に
お
け
る

在
宅
患
者
や
、一
次
救
急
を
担
う「
大

洲
喜
多
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
」

の
受
診
患
者
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
病
床

と
し
て
の
機
能
も
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
区
の
高
齢
化
率
は
38
パ
ー

セ
ン
ト
と
す
で
に
超
高
齢
化
を
迎
え

て
い
て
、
人
口
は
今
後
30
年
間
で
４

割
以
上
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
医
療
と

介
護
の
ニ
ー
ズ
を
併
せ
持
つ
ケ
ー
ス

が
多
い
た
め
在
宅
医
療
の
役
割
は
不

可
欠
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
地
域
の

開
業
医
の
高
齢
化
と
今
後
の
開
業
医

数
も
大
幅
に
減
少
す
る
中
で
、
在
宅

医
療
・
介
護
の
分
野
に
も
、
近
い
将

来
、
限
界
を
迎
え
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
急
速
に
高
齢
化
と
人
口
減

少
が
進
む
中
で
、
こ
の
地
域
の
医
療

を
ど
う
成
り
立
た
せ
る
か
が
喫
緊
の

課
題
で
す
。
住
民
が
安
心
で
き
る
医

療
提
供
の
体
制
構
築
に
向
け
、行
政
、

医
師
会
、
病
院
や
住
民
が
本
気
で
取

り
組
む
時
期
が
来
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

師
の
救
命
技
術
の
さ
ら
な
る
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
院
内
研
修
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
病
院

に
救
急
処
置
室
が
新
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
た
め
、
ス
タ
ッ
フ
や
物
品

な
ど
ゼ
ロ
の
状
態
か
ら
立
ち
上
げ
に

関
わ
り
ま
し
た
。
救
急
対
応
は
、
準

備
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
、
迅
速
に
他
部
門
と
連
携

で
き
る
よ
う
に
情
報
伝
達
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
院
内
に
整
え
、
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

　

心
臓
の
疾
患
は
、
発
症
す
る
と
治

療
に
は
一
刻
を
争
い
ま
す
。
一
人
で

も
多
く
の
患
者
を
救
う
た
め
に
は
、

病
院
従
事
者
や
救
急
隊
員
だ
け
で
な

く
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
協
力

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
駅
や
道
路
で

人
が
倒
れ
た
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
が

よ
く
流
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
原
因

の
ほ
と
ん
ど
が
心
臓
の
疾
患
に
よ
る

も
の
で
す
。
そ
の
際
に
、
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
処
置
が

で
き
る
と
、
生
存
率
が
大
き
く
上
が

り
ま
す
。

　

大
洲
市
は
過
疎
化
が
進
み
、
人
口

も
減
少
し
て
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、

一
人
ひ
と
り
が
意
識
を
持
っ
て
、
救

急
活
動
の
講
習
な
ど
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
救
命
の
リ
レ
ー
に
力
を
借

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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文化財
沼田のイロハカエデ
市指定天然記念物
個人所有

　この木は、平野町の中で
も八幡浜市日土町との境に
近く、高山から出

しゅっ

石
せき

寺
じ

へ延
びる尾根の中腹に位置す
る、沼田集落にあります。
　この木の樹高は約１6m、枝張りは東西、南北と
も約１9mになり、推定樹齢は400～500年と考えられ
ています。イロハカエデは、イロハモミジや高

たか

雄
お

カ
エデなどとも呼ばれ、市内各地で自生しているほ
か、紅葉が美しいことから、庭木や街路樹として
しばしば植栽されています。また、木材としても利
用されます。
　普段目にする機会の多いカエデですが、樹齢が
高くこれほどまで高木に生長したカエデは、全国
的にも数少なく、県下では最大級とされています。
 （昭和59年 4 月２5日指定）

野　鳥
タシギ（田鷸）
チドリ目　シギ科
全長　27㎝

　秋に入ると水田脇や水路、流れの緩やかな小
川で出合うことができるジシギの仲間です。ち
ょうど秋頃は移動の季節で、オオジシギ、チュ
ウジシギ、ハリオシギなど、タシギのそっくり
さんが同時に現われるので識別は難しくなりま
す。その中でも、一番水際で生息していて浅瀬
で餌を捕り、冬に見かけたら本種です。
　人が近づくとぎりぎりまで身を伏せ、急に飛
び出し高速で飛んで逃げます。近代農法は水路
をコンクリート化し、乾田化したため、在来か
ら暮らしている生物たちには住みにくくなって
いますが、それでもたくましく次の時代に命を
つないでいます。農村を取り巻く状況も著しく
変化していますが、将来において私たちもさる
ことながら、生き物達にも明るい未来であるよ
うに願っています。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

青年海外協力隊　梶谷　沙
さ

紀
き

　さん
ＪＩＣＡエクアドル通信　№ 2

　

H

オ

ラ

ola.

（
ス
ペ
イ
ン
語
で
の
あ
い
さ

つ
）
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
と
し
て
エ

ク
ア
ド
ル
で
環
境
教
育
を
行
っ
て
い
る

梶
谷
沙
紀
で
す
。

　

先
日
、
首
都
キ
ト
で
小
学
校
の
先
生

約
２
８
０
人
に
対
し
、
環
境
保
護
や
３

Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ

イ
ク
ル
）
の
手
法
に
つ
い
て
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
任
地
で
の

学
校
教
育
や
生
ご
み
堆
肥
化
の
コ
ン
ポ

ス
ト
普
及
活
動
も
本
格
化
し
、
慌
た
だ

し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

大
洲
は
夏
が
終
わ
っ
た
こ
ろ
で
し
ょ

う
か
。
今
回
は
エ
ク
ア
ド
ル
の
食
事
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

【
食
事
っ
て
何
を
食
べ
る
の
】

　

主
食
は
日
本
と
同
じ
お
米
で
す
。
し

か
し
、
こ
こ
で
は
、
お
米
を
炊
く
際
に

塩
と
油
を
大
量
に
使
い
ま
す
。
ス
ー
プ

と
お
米
、
焼
い
た
、
ま
た
は
揚
げ
た
肉

料
理
が
定
番
で
す
。
野
菜
は
、
ほ
ぼ
食

べ
ま
せ
ん
。
エ
ク
ア
ド
ル
の
食
事
は
、

食
べ
る
量
（
提
供
さ
れ
る
量
）
が
と
に

か
く
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

ま
た
、
果
物
も
比
較
的
よ
く
食
べ
ま

す
。
バ
ナ
ナ
は
特
に
安
く
、
１
本
約
５

円
で
購
入
で
き
ま
す
。
ス
ー
プ
と
一
緒

に
食
べ
る
バ
ナ
ナ
チ
ッ
プ
ス
が
個
人
的

に
お
気
に
入
り
で
す
。
ち
な
み
に
、
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
で
す
が
、
日
本
の
市
販
品

よ
り
も
高
値
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
か
な
か
食
べ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

せ
ん
が
、
カ
カ
オ
の
味
が
濃
厚
で
風
味

も
強
く
、
と
て
も
お
い
し
い
で
す
。

　

次
回
は
、
ク
ジ
ラ
や
イ
グ
ア
ナ
な
ど

の
動
物
や
自
然
に
つ
い
て
お
届
け
し
ま

す
。
そ
れ
で
は
ま
た
次
回
。

　

H

ア
ス
タ

asta l

ル
エ
ゴ

uego.

（
ス
ペ
イ
ン
語
で
「
さ

よ
う
な
ら
」
の
意
味
）

首都キトでのワークショップで紙の再利用方法
（紙箱作り）を教えています。

エンセボジャード（料理名）
魚のスープにバナナチップスを
入れて食べます。

シリーズ
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Information pick up

【日　時】　１１月10日㈰　午前１０時～午後 3 時
【会　場】　大洲市総合福祉センター

　

上
記
「
市
民
の
つ
ど
い
」
の
開
催
に
あ
わ
せ
、

小
型
家
電
を
無
料
で
回
収
し
ま
す
。
資
源
の
有

効
利
用
と
環
境
汚
染
防
止
を
図
る
た
め
、
ぜ
ひ

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
回
収
場
所
】

愛
媛
た
い
き
農
業
協
同
組
合　

本
所
駐
車
場

【
回
収
対
象
品
目
の
例
】

電
話
機
、
携
帯
電
話
端
末
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、
デ
ジ
タ
ル
オ
ー
デ
ィ
オ
プ
レ
ー

ヤ
ー
、
電
子
レ
ン
ジ
、
扇
風
機
、
パ
ー
ソ
ナ
ル

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
電
気
ア
イ
ロ
ン
、
電
子
時
計
、

電
気
掃
除
機
、
電
子
楽
器
、
ゲ
ー
ム
機
そ
の
他

の
電
子
玩
具
、
こ
れ
ら
の
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
、
ケ
ー

ブ
ル
な
ど
の
付
属
品

【
回
収
で
き
な
い
も
の
】

▽
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
製
品

　

 

エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、

洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機

▽
事
業
用
の
も
の

　

事
業
用
で
使
用
さ
れ
た
小
型
家
電

【
個
人
情
報
に
つ
い
て
】

　

携
帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
個
人
情
報
を

含
む
小
型
家
電
は
、
必
ず
個
人
情
報
を
消
去
し

て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
民
生
活
課
生
活
衛
生
係　

☎
㉔
１
７
１
０

▽健康チェックコーナー
　   骨密度測定、薬膳料理、運動

実践、こころの健康づくり、
糖尿病チーム健康相談会　な
ど 

▽相談コーナー
　 介護、福祉、物忘れ、成年後見

制度、年金など

▽人権啓発コーナー
　 人権パネル展、牛乳パック小

物入れ作り、パラスポーツ体
験

▽生活環境コーナー
　 使用済み小型家電回収
▽フリーマーケット
　 家庭の不用品などを販売

▽展示・即売コーナー
　 手作り作品・食品などを販売
▽紙ねん土でつくるスイーツコーナー
　 カップケーキを作ってみよう
▽マイナンバーカードコーナー
　申請の受け付け
▽ふれあいタイム
　 大洲アーティストグループ「エ

ンゼル」のライブ

東海林　のり子　先生

記念講演会 講　演　　午後 １時～ ２時30分（ 4階多目的ホール）
講　師　　東

し ょ う じ

海林　のり子
こ

 先生（キャスター・リポーター）

演　題　　「元気になるために　～自分にかける魔法～」

（プロフィール）
１934年埼玉県生まれ。立教大学卒業後、ニッポン放送に入社。
１3年間のアナウンサー生活ののちフリーとなり、「 3 時のあなた」「おはようナ
イスデイ」の事件リポーターとして活躍。
ロックバンド「X（現X JAPAN）」のリポートで若者の支持を得る。

「ワイドスクランブル」のコメンテーターののち現在はテレビ、ラジオ、講演、
携帯サイトなど幅広く出演。
近著に、「東海林のり子の人生YESの法則」、「夫を粗大ゴミにしない銀の法則
　人生が豊かになる金の法則」、「“まけるな　しんちゃん” 阪神大震災の子供
たち」、「失敗しないお葬式」などがある。

　

小
型
家
電
を
無
料
で
回
収
し
ま
す

催
し
物
一
覧

【問い合わせ先】　大洲市保健センター　☎２3－03１0

福祉と健康づくり「市民のつどい」を開催します
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も
み
じ
ま
つ
り

　

11
月
１
日
㈮
〜
30
日
㈯
の
期
間
中
、

新
谷
稲
荷
山
公
園
と
白
滝
公
園
で
、
恒

例
の
も
み
じ
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

稲
荷
山
公
園
に
は
、
樹
齢
約
２
０
０

年
の
カ
エ
デ
な
ど
が
約
３
０
０
０
本
あ

り
、
紅
葉
の
時
期
に
は
神
社
境
内
を
中

心
に
朱
に
染
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
白
滝
公
園
は
滝
と
紅
葉
が
楽

し
め
る
公
園
で
、
夜
に
は
滝
が
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
、
辺
り
は
幻
想
的
な
空
間

と
な
り
ま
す
。

　

期
間
中
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

「大洲城（城主体験）」などの実証実験を実施します
　市では、将来の人口減少期においても文化財の維持
管理が適切に行えるよう、大洲城・臥龍山荘などの文
化財観光施設の活用について検討を進めています。以
下の内容で、実証実験を行いますのでお知らせします。

【日　時】
▽大洲城　　１１月 8 日㈮　午後 5 時～ 8 時
▽臥龍山荘　１１月 9 日㈯　午前 7 時～ 9 時
【主賓（ゲスト）】
伍代　夏

なつ

子
こ

　さん（演歌歌手）
※伍代夏子さんの歌唱ステージはありません。
【実験内容】
▽大洲城　「１6１7年の加藤貞

さだ

泰
やす

の入城」
　加藤貞泰の入城シーンの一部を再現し、大洲城での
宿泊型城主体験の実証実験を行います。入城シーン、
伝統芸能シーン、夕食シーンなどを予定しています。
▽臥龍山荘　「不老庵・朝のもてなし」
　河内寅

とら

次
じ

郎
ろう

が臥龍山荘で主賓をもてなすシーンを
再現した実証実験を行います。
【一般観覧（大洲城のみ）】
　観覧を希望する人は、事前にお申し込みください。

　申し込み状況により人数制限、観覧制限をする場合
がありますので、あらかじめご了承ください。
【留意事項】
▽観覧は入城シーンを予定しています。
▽食事の提供はありません。
【申込期間】１0月２１日㈪～１１月 １ 日㈮
※ 実証実験、申し込み方法などについて、詳しくは

市公式ホームページをご覧ください。

【申し込み・問い合わせ先】
観光まちづくり課　☎２4－１7１7

おしらせピックアップ

名　　　称 新谷もみじまつり 白滝もみじフェスティバル
場　　　所 稲荷山公園 白滝公園

行　　　事

▽もみじ観葉会
　１１月 7 日㈭　正午～
▽ シャボンデー（シャボン

玉遊び）　１１月１0日㈰
▽お楽しみくじ引き大会
　１１月１7日㈰・２4日㈰
▽ダーツ大会　１１月２3日㈯

▽滝ライトアップ
　１１月 １ 日㈮～30日㈯
　午後 5 時～１0時
▽滝まつり
　１１月１7日㈰　午前１0時～
▽るり姫まつり
　１１月２3日㈯　午前１0時～

問い合わせ先 大洲市観光協会　
☎２4－２664

大洲市観光協会長浜支部　
☎5２－１１１１

白滝公園

稲荷山公園
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大
洲
ま
つ
り
・
お
お
ず
浪ろ

漫ま
ん

祭さ
い

 
大
洲
ま
つ
り 

　

か
つ
て
の
大
洲
藩
の
行
列
を
今
に
残

す
「
お
成
り
（
大
名
行
列
）」
で
は
、

槍や
り

を
持
っ
た
御お

長な
が

柄え

組
の
美
し
い
行
進

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
お
ま
つ
り
村
」（
緑
地
公
園
）

で
は
、
郷
土
芸
能
の
発
表
会
や
物
産
販

売
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
日　

時
】

▽
お
成
り
（
大
名
行
列
）　

　

11
月
２
日
㈯　

午
前
10
時
〜

▽
お
ま
つ
り
村

　

11
月
３
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
〜

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
商
工
会
議
所　

☎
㉔
４
１
１
１

 

お
お
ず
浪
漫
祭 

　

お
は
な
は
ん
通
り
な
ど
肱
南
地
区
を

舞
台
に
昔
懐
か
し
い
露
店
が
並
び
、
和

装
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
昔
の
ま
つ
り
を
演

出
し
ま
す
。「
レ
ト
ロ
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
」

で
は
、
レ
ト
ロ
な
着
物
を
纏ま
と

っ
た
カ
ッ

プ
ル
が
ポ
コ
ペ
ン
横
丁
で
式
を
挙
げ
ま

す
。
ぜ
ひ
和
装
を
し
て
沿
道
や
式
場
で

祝
福
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
日　

時
】
11
月
３
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

※
レ
ト
ロ
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

　

午
後
１
時
30
分
ご
ろ
〜

【
問
い
合
わ
せ
先
】

観
光
ま
ち
づ
く
り
課　

☎
㉔
１
７
１
７

Information pick up

　肱南地区の歴史ある町並みの中で、空き家と
なっている町家や古民家などを活用して、「城下
のMACHIBITO」を開催します。上質かつこだ
わりの商品や作品を持った出店者が、全国から
約１30ブース集まり、町家の土間や軒先、通りで
販売を行います。
　音楽ライブ、アー
トワークショップな
どが実施され、人や
モノが出合い、特別
な空間が演出されま
すので、ぜひご参加
ください。

【日　時】１１月１6日㈯、１7日㈰
午前１0時～午後 4 時
【場　所】肱南地区
詳しくはホームページをご覧ください。
http://ozu-machibito.com/

【問い合わせ先】観光まちづくり課　☎２4－１7１7

　肱川地域恒例の秋のイベント「肱川ふれあい
まつり」を次のとおり開催します。
　肱川流域をはじめとする市内外のさまざまな
世代のみなさんが交流し、楽しんでいただける
ように、ステージショーやお楽しみ抽選会など
をご用意しています。地元肱川の特産品販売や、
姉妹都市である北海道えりも町の物産販売など
見どころ盛りだくさんです。
　ご家族ご友人などお誘い合わせのうえ、ぜひ
お越しください。

【日　時】１１月１7日㈰
午前１0時～午後 4 時
※雨天決行
【場　所】風のり広場
（大洲市立肱川風の博物館・歌麿館横）

【問い合わせ先】
肱川ふれあいまつり実行委員会　☎34－２3１１

（肱川支所地域振興課内）

城
しろ

下
した

のM
ま

AC
ち

HIB
び

IT
と

O第34回肱川ふれあいまつり



住
民
票
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

旧
氏
（
旧
姓
）
が
併
記
で
き
ま
す

　

11
月
５
日
㈫
か
ら
、
本
人
か
ら
の
申

し
出
に
よ
り
、
住
民
票
の
写
し
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
公
的
個
人
認
証
サ

ー
ビ
ス
の
う
ち
、
署
名
用
電
子
証
明
書

な
ど
で
、
旧
氏
（
旧
姓
）
の
併
記
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
（
日
本
人
住
民

の
み
併
記
で
き
ま
す
。
外
国
人
住
民
は

併
記
で
き
ま
せ
ん
）。

　

こ
れ
に
よ
り
、
婚
姻
な
ど
で
氏
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
従
来
称
し
て

き
た
氏
を
住
民
票
に
記
載
し
た
う
え

で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
に
記

載
し
、
公
証
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
住
民
票
に
旧
氏
（
旧
姓
）

記
載
の
申
し
出
を
し
た
人
は
、
住
民
票

の
写
し
、
通
知
カ
ー
ド
お
よ
び
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
に
お
い
て
、
旧
氏

（
旧
姓
）
の
記
載
を
省
略
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
現
在
の
氏
と
旧
氏
（
旧

姓
）
の
両
方
が
必
ず
表
示
さ
れ
ま
す
。

住
民
票
な
ど
に
併
記
さ
れ
て
い
る
旧
氏

（
旧
姓
）
は
、
引
っ
越
し
し
て
他
の
市

町
村
に
転
入
し
た
場
合
も
、
引
き
継
が

れ
ま
す
。

　

申
し
出
に
は
、
併
記
し
よ
う
と
す
る

旧
氏
（
旧
姓
）
が
記
載
さ
れ
た
戸
籍
謄

本
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。そ
の
際
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ

ー
ド
を
併
せ
て
提
出
し
、
同
時
に
併
記

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
旧
氏
（
旧
姓
）
と
は
】

　

そ
の
人
の
過
去
の
戸
籍
上
の
氏
の
こ

と
で
す
。
氏
は
そ
の
人
に
係
る
戸
籍
、

ま
た
は
除
か
れ
た
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

【
初
め
て
併
記
す
る
場
合
】

　

本
人
の
戸
籍
謄
本
な
ど
に
記
載
さ
れ

て
い
る
過
去
の
氏
の
中
か
ら
１
つ
を
選

ん
で
併
記
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
併
記
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合
】

　

旧
氏
（
旧
姓
）
を
削
除
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。
旧
氏
（
旧
姓
）
を
削
除
し

た
場
合
に
は
、
そ
の
後
、
氏
が
変
更
し

た
と
き
に
限
り
、
削
除
後
に
新
た
に
生

じ
た
旧
氏
（
旧
姓
）
の
中
か
ら
１
つ
を

選
ん
で
併
記
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

旧
氏
（
旧
姓
）
併
記
を
希
望
す
る
人

は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
民
生
活
課
市
民
係　

☎
㉔
１
７
１
０
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おしらせピックアップ

令和 2年度放課後児童クラブ（学童保育）入会者募集
　放課後児童クラブは、学校から帰宅しても、共働
きなどにより家に保護者がいない児童を、保護者不
在の間お預かりする制度です。
　令和 ２ 年度の入会者を次のとおり募集します。

【募集期間】１１月１8日㈪～１２月１9日㈭
【入会できる児童】
小学校 １ ～ 6 年生で、次のすべてに該当する児童
▽入会募集クラブの対象校区の小学校に通学
▽ 保護者の労働などにより昼間保育する人が家庭に

いない
▽午後 6 時までに、保護者による迎えが可能
【クラブ実施時間】
▽通常授業日　午後 ２ 時～ 6 時
▽長期休業中　午前 8 時～午後 6 時
※ 午前中授業の場合などは、授業終了時より預かり

ます。
【クラブ休業日】
▽土曜日（長期休業中を除く）、日曜日、祝祭日
▽ 8 月１3日～１5日、１２月２9日～ １ 月 3 日
【保護者負担金】児童 １ 人につき月額5,000円
※ 8 月のみ１0,000円

【申し込み方法】
　次の必要書類を子育て支援課まで提出してくださ
い。（郵送不可）
▽入会申込書
▽ 父母および65歳未満の同居家族の勤務証明書
　（自営の人は自営申告書および確定申告書の写し）
※ 様式は、市役所子育て支援課および各クラブで配

布しています。
【その他】
　申込者が定員を大幅に超えた場合は、家庭の保育
に欠ける度合いが高い児童を優先します。定員に余
裕がある場合は、年度途中の入会も可能です。
　クラブ負担金を長期にわたって滞納するなど、ク
ラブ運営に際しての規程を守らない場合は退会して
いただくことがあります。

【問い合わせ先】子育て支援課　☎２4－57１8

マイナンバーロゴマーク
「マイナちゃん」



お
い
し
い
出で

逢あ

い
を
ゲ
ッ
ト
だ
ぜ　

大
洲
へ
Ｇ
Ｏ

　

家
庭
生
活
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
食

事
。
調
理
を
し
な
が
ら
ス
テ
キ
な
人
生

の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。

　

料
理
お
見
合
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】
12
月
15
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

【
場　

所
】

大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
対
象
者
】

▽
30
歳
〜
45
歳
く
ら
い
の
独
身
男
性

（
大
洲
市
在
住
の
人
、
大
歓
迎
）

▽
30
歳
〜
45
歳
く
ら
い
の
独
身
女
性

（
市
内
外
か
ら
の
参
加
も
大
歓
迎
）

【
参
加
費
】

▽
男
性　

２
０
０
０
円

▽
女
性　

１
５
０
０
円

【
定　

員
】

男
女
そ
れ
ぞ
れ
15
人

※
最
少
催
行
人
数

　

男
女
そ
れ
ぞ
れ
７
人

【
内　

容
】

ク
ッ
キ
ン
グ
、
食
事
会
、

ゲ
ー
ム
な
ど

【
カ
ッ
プ
ル
成
立
時
賞
品
】

 

大
洲
市
内
指
定
飲
食
店
の

お
食
事
券

【
申
し
込
み
方
法
】

① 

「
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
」
へ

イ
ベ
ン
ト
ユ
ー
ザ
ー
登
録
を
し
て
く

だ
さ
い
。

② 

登
録
し
た
人
に
「
大
洲
市
保
健
セ
ン

タ
ー
de
愛
イ
ベ
ン
ト
」
に
関
す
る
メ

ー
ル
が
、配
信
予
定
日
に
届
く
の
で
、

参
加
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
メ
ル
マ
ガ
配
信
予
定
日
】

10
月
25
日
㈮

【
申
込
締
め
切
り
日
】

12
月
２
日
㈪

【
主
　
催
】

大
洲
市
、
大
洲
市
食
育
推
進
会
議
、

大
洲
市
地
産
多
消
推
進
協
議
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
㉓
０
３
１
０

 
 

【講師プロフィール】
　大学卒業後、博報堂に勤務。Jリーグ誕
生期に携わる。同社退社後、スポーツキャ
スター、リポーターへ転身。テレビ、ラジ
オ等のレギュラー番組を中心に活動する。
両親の闘病のサポートをきっかけに「食」
の大切さを痛感し、食に関する資格を取
得。現在はタレント活動と「食を通じて １
人でも多くの人を笑顔にする」をテーマに
講演活動、セミナー、地方自治体のPR等
を行っている。

【日　時】₁₁月₃₀日㈯　午後 ₁ 時開場
【場　所】大洲市総合福祉センター 4 階　多目的ホール
【内　容】
▽第一部　午後 １ 時30分～　大洲市食育コンクール表彰式
▽第二部　午後 ２ 時～　　　食育講演会
※満員の場合は、入場をお断りさせていただくことがあります。
【主　催】大洲市、大洲市食育推進会議
　　　　　大洲市地産多消推進協議会

【問い合わせ先】大洲市保健センター　☎２3－03１0

講講演演会会育育育育育育育育食食食食食食食食食食食食食食
級

　タレント・野菜ソムリエ　王
おう

　理
り

 恵
え

　先生

テーマ
きれいと元気の秘

ひ

訣
けつ

～野菜と果物の効果的な食べ方～
【講　師】

入場無料
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Information pick up



土
日
、
祝
日
も
営
業
し
て
い
ま
す

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
利
便
性
お
よ
び

地
域
の
魅
力
向
上
の
た
め
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
よ
う
な
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
場　

所
】

た
い
き
産
直
市
「
愛
た
い
菜
」
施
設
内

（
大
洲
市
東
大
洲
１
７
０
２
番
地
１
）

【
営
業
時
間
】

午
前
９
時
45
分
〜
午
後
６
時
30
分

【
休
業
日
】

木
曜
日
、
年
末
年
始

【
取
り
扱
い
業
務
内
容
】

▽
住
民
票
の
写
し
の
交
付

※
住
民
記
載
事
項
証
明
を
除
く
。

▽
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

▽
税
証
明
の
交
付

・
住
民
税

（
課
税
、
所
得
証
明
、
納
税
証
明
）

・
固
定
資
産
税

（ 

名
寄
帳
、
公
課
証
明
、
評
価
証
明
、

納
税
証
明
）

・
軽
自
動
車
税

（ 
車
検
用
納
税
証
明
、
標
識
交
付
証
明

書
お
よ
び
廃
車
証
明
の
再
交
付
の
み
）

・
国
民
健
康
保
険
税

（
申
告
用
納
付
確
認
書
）

▽
市
内
の
観
光
案
内

【
取
り
扱
い
が
で
き
な
い
業
務
内
容
】

▽
各
種
異
動
（
転
入
出
・
転
居
な
ど
）

▽
印
鑑
登
録
・
廃
止

▽
戸
籍
関
係
の
届
け
出
・
交
付

▽
公
金
業
務

（
各
種
納
税
や
水
道
料
金
の
徴
収
な
ど
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
７
０
０
１

市
民
生
活
課

☎
㉔
１
７
１
０

新成人のみなさんへ　～成人式のご案内～
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　大洲市では、成人を迎えるみなさんの輝かしい未
来を祝福するため、次のとおり記念式典を開催しま
す。
　対象となる新成人のみなさんは、ぜひご出席くだ
さい。

【日　時】　令和 ２ 年 １ 月１２日㈰
▽受け付け　午後 0 時30分～
▽開会　　　午後 １ 時～
【場　所】　大洲市民会館　大ホール

【対象者】
　平成１１年 4 月 ２ 日～平成１２年 4 月 １ 日に生まれた
人で、かつ、次のいずれかの条件を満たす人
▽大洲市に住民票がある人
▽ 大洲市外に転出している人のうち、大洲市に在住

したことがある人
※ 参加対象者のみなさんへは、１１月中旬に案内状を

送付します。

【問い合わせ先】生涯学習課　☎２4－１735



「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定に基づき、平成30年度決算の比率を公表します。
下表のとおり、大洲市の指標はいずれも国が定める基準値を下回り、前年度と比べて改善しました。
なお、実質公債費比率は、県内他市町（平均7.4％）と比較するとやや高い水準にあります。

▽健全化判断比率 （単位：％）

指　　標 30年度数値① 早期健全化基準 財政再生基準 前年度の数値② 比　較
①－②

実 質 赤 字 比 率 － １２.8１ ２0.0 － －

連結実質赤字比率 － １7.8１ 30.0 － －

実 質 公 債 費 比 率  8.２ ２5.0 35.0  8.5 ▲ 0.3

将 来 負 担 比 率 36.5 350.0 39.5 ▲ 3.0

※実質赤字額、連結実質赤字額がない場合は、「－」と表示しています。

▽資金不足比率 （単位：％）
会　計　名 数値 経営健全化基準 会　計　名 数値 経営健全化基準

簡易水道事業特別会計 －

各会計
２0.0

温泉事業特別会計 －

各会計
２0.0

港湾施設事業特別会計 － 水道事業会計 －

農業集落排水事業特別会計 － 工業用水道事業会計 －

公共下水道事業特別会計 － 病院事業会計 －

※資金不足額がない場合は、「－」と表示しています。

【用語の解説】
　▽実質赤字比率
　　　　一般会計等の赤字が、どの程度あるかを示す指標
　▽連結実質赤字比率
　　　　全会計の決算額を合算し、赤字がどの程度あるかを示す指標
　▽実質公債費比率
　　　 　一般会計等だけでなく、繰出金のうち公営企業債の償還に充てた額を含めた一般会計等の実質

的な借入金の返済額が、どの程度あるかを示す指標
　▽将来負担比率
　　　 　一般会計等が将来負担する見込額（地方債残高、公営企業債のうち一般会計等負担額、職員退

職手当予定額など）がどの程度あるかを示す指標
　▽資金不足比率
　　　 　各公営企業の資金不足額が、それぞれの事業の規模に対してどのくらいの割合になるかを示す

指標

健全化判断比率及び資金不足比率について（平成30年度）

【問い合わせ先】　財政契約課財政係　☎２4－１7２１
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公
共
下
水
道
を
整
備
し
て
い
ま
す

　

大
洲
市
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、
肱

南
処
理
区
の
管か
ん

渠き
ょ

整
備
を
ほ
ぼ
終
え
、

現
在
は
、
肱
北
処
理
区
の
整
備
を
順
次

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

接
続
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
区
域

に
お
住
ま
い
の
み
な
さ
ん
は
、
接
続
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

公
共
下
水
道
に
接
続
し
な
か
っ
た

ら
ど
う
な
り
ま
す
か
。

答　

住
環
境
の
向
上
と
公
共
用
水
域
の

水
質
保
全
の
た
め
に
は
、
公
共
下
水
道

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
特
に
市
街
地
で
は

人
口
が
密
集
し
、
汚
水
が
非
常
に
多
く

な
り
ま
す
の
で
、
適
切
に
管
理
さ
れ
た

施
設
で
、
効
率
良
く
処
理
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
水
質
が
悪
く
な
る
と
悪
臭
や

害
虫
が
発
生
す
る
だ
け
で
な
く
、
生
態

系
が
崩
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
問
題
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。
身
近
な
環
境
を
改

善
し
て
い
く
こ
と
は
、
地
球
全
体
の
環

境
を
守
る
第
一
歩
で
す
。

　

１
日
で
も
早
い
接
続
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問　

公
共
桝ま
す

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
す
か
。

答　

公
共
桝
は
、
通
常
管
渠
整
備
の
際

に
各
戸
を
訪
問
し
、
具
体
的
な
位
置
を

決
め
て
か
ら
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

本
管
工
事
の
際
、
宅
地
化
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
な
ど
の
理
由
で
、
公
共
桝
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
市
の

費
用
で
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
事
前

に
下
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

宅
内
の
排
水
設
備
工
事
の
費
用

は
、
い
く
ら
掛
か
り
ま
す
か
。

答　

敷
地
の
形
状
や
間
取
り
な
ど
の
条

件
（
浄
化
槽
の
有
無
、
水
回
り
の
数
・

位
置
、
建
物
の
形
状
な
ど
）
に
よ
り
、

新
設
す
る
配
管
長
や
桝
の
個
数
、
掘
削

方
法
な
ど
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
一
概

に
金
額
の
提
示
が
で
き
ま
せ
ん
。
大
洲

市
公
共
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店

に
お
見
積
も
り
の
ご
相
談
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
指
定
工
事
店
の
一
覧
は
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

下
水
道
課
で
も
確
認
で
き
ま
す
が
、
公

平
性
を
保
つ
た
め
、
斡あ
っ

旋せ
ん

な
ど
は
し
て

い
ま
せ
ん
。

問　

下
水
道
に
流
し
て
は
い
け
な
い
も

の
は
あ
り
ま
す
か
。

答　

食
品
く
ず
な
ど
の
固
形
物
、
髪
の

毛
や
繊
維
く
ず
な
ど
の
水
に
溶
け
な
い

物
、
油
や
薬
品
類
な
ど
は
、
下
水
道
に

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
洗
剤
も
で
き

る
だ
け
「
中
性
」
の
物
を
使
い
、
適
量

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問　

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、

つ
な
ぎ
替
え
る
必
要
は
あ
り
ま
す
か
。

答　

一
般
的
に
浄
化
槽
は
、
単
独
処
理

浄
化
槽
と
合
併
処
理
浄
化
槽
の
２
種
類

あ
り
ま
す
。

　

単
独
処
理
浄
化
槽
は
、
ト
イ
レ
か
ら

の
汚
水
だ
け
を
処
理
し
、
台
所
や
お
風

呂
、
洗
濯
な
ど
の
汚
水
は
そ
の
ま
ま
水

路
に
排
水
さ
れ
る
の
で
、
環
境
的
に
問

題
が
あ
り
ま
す
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
す
べ
て
の
汚

水
を
処
理
し
ま
す
の
で
、
一
見
す
る
と

問
題
が
な
い
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。
し

か
し
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
維
持
管
理

は
各
家
庭
で
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、

定
期
的
な
点
検
・
清
掃
や
適
正
な
使
用

方
法
を
怠
る
と
、
浄
化
能
力
が
低
下
し

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
ま
ま
使
用
し
続

け
る
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
法
律
で
処

罰
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
定
期
点
検
や
清
掃
の
費
用
、

ブ
ロ
ワ
ー
の
電
気
料
金
、
法
定
検
査
料

と
い
っ
た
諸
経
費
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　

そ
の
点
、
公
共
下
水
道
に
つ
な
ぎ
替

え
れ
ば
、
使
用
料
は
必
要
に
な
り
ま
す

が
、
維
持
管
理
に
掛
か
る
負
担
が
少
な

く
な
り
ま
す
。

　

工
事
区
域
で
は
、
騒
音
や
通
行
制
限

な
ど
に
よ
り
、
大
変
ご
不
便
を
お
か
け

し
て
い
ま
す
。

　

何
か
お
気
付
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
下
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

下
水
道
課　

☎
㉔
１
７
２
０

公
共
下
水
道
の
接
続
Ｑ
＆
Ａ

下水道マスコット
キャラクター

「スイスイ」
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平
成
30
年
７
月
豪
雨
を
受
け
、
国
土

交
通
省
と
愛
媛
県
は
、「
肱
川
緊
急
治

水
対
策
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
今
後
５
年
間
で
平
成
30
年
７
月
豪

雨
と
同
規
模
の
洪
水
が
発
生
し
て
も
、

堤
防
を
越
水
さ
せ
な
い
対
策
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
水
位
が
高
く
な
っ
た
場
合
の

堤
防
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
み
な
さ

ん
の
関
心
の
高
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の

度
、
流
域
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
肱
川

に
つ
い
て
勉
強
す
る
「
つ
な
ご
う
肱
川

教
室
」
の
一
環
と
し
て
、
愛
媛
大
学
の

岡
村
未み

対つ

教
授
を
お
招
き
し
て
、「
堤

防
の
現
状
と
安
全
性
」
に
つ
い
て
講
義

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】

11
月
23
日
㈯　

午
後
３
時
〜
５
時

【
場　

所
】

平
公
民
館　

２
階
大
ホ
ー
ル

【
定　

員
】
70
人
程
度

【
対
象
者
】

肱
川
流
域
住
民
お
よ
び
肱
川
に
関
心
の

あ
る
人

【
応
募
方
法
】

　

参
加
者
氏
名
（
全
員
）、
住
所
、
電

話
番
号
、
堤
防
に
関
す
る
ご
意
見
を
記

載
し
、
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※ 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
い
ず
れ

も
可
。

【
応
募
締
め
切
り
日
】

11
月
15
日
㈮

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
大
洲
河

川
国
道
事
務
所

肱
川
緊
急
治
水
対
策
推
進
室

☎
㉔
５
１
８
８

℻
㉔
５
２
３
５

E-M
ail:skr-oozuka40@

m
lit.go.jp

生ごみ処理容器などの購入費の一部を補助しています
　みなさんは、家庭から出る生ごみをどのように処
理していますか。
　大洲市では、ごみの減量化対策の一環として、「生
ごみ処理容器」または「電気式生ごみ処理機」を購
入した人に、その費用の一部を補助しています。
　生ごみ処理容器などを使って、生ごみの減量・リ
サイクルをしませんか。生ごみの重量を減らすこと
で燃えるごみの袋が軽くなり、ごみ出しが楽になり
ます。

【補助要件】
　市内に住所を有し、現に居住している人が対象で
す。補助申請を希望する人は、市内の指定販売登録
店で購入の相談などをしてください。
【補助内容】
▽生ごみ処理容器
・ １ 世帯 5 年間で ２ 基まで
・購入価格の ２ 分の １（ １ 基あたりの限度額２,000円）
▽電気式生ごみ処理機
・一世帯 5 年間で １ 基まで
・購入価格の ２ 分の １ （限度額２0,000円）

【問い合わせ先】
市民生活課　☎２4－１7１0
長浜支所　　☎5２－１１１１
肱川支所　　☎34－２3１１
河辺支所　　☎39－２１１１

「
つ
な
ご
う
肱
川
教
室
」
の
開
催
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お

 

し
ら
せ

　

愛
媛
労
働
局
で
は
、
県
内
す
べ
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
愛
媛
県
最
低

賃
金
」
を
改
正
し
、
10
月
１
日
㈫
か
ら

施
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
決
定
に
よ
り
、
10
月
１
日
以
降

分
と
し
て
労
働
者
に
支
払
う
賃
金
は
、

１
時
間
７
９
０
円
以
上
と
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
労
働
局　

賃
金
室

最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

☎
０
８
９
（
９
３
５
）
５
２
０
５

八
幡
浜
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
８
９
４
（
２
２
）
１
７
５
０

【
松
山
自
動
車
道

松
山
Ｉ
Ｃ
～
大
洲
北
Ｉ
Ｃ
間
】

▽
規
制
日
時

　

11
月
11
日
㈪
〜
22
日
㈮

　

各
日
午
後
８
時
〜
翌
朝
午
前
６
時

※
土
日
を
除
く

▽
迂
回
路

　

国
道
33
号
お
よ
び
国
道
56
号

【
松
山
自
動
車
道

大
洲
南
Ｉ
Ｃ
～
西
予
宇
和
Ｉ
Ｃ
間
】

▽
規
制
日
時

　

11
月
25
日
㈪
〜
29
日
㈮

　

各
日
午
後
８
時
〜
翌
朝
午
前
６
時

▽
迂
回
路　

国
道
56
号

【
問
い
合
わ
せ
先
】

西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

愛
媛
高
速
道
路
事
務
所

☎
０
８
９
（
９
０
５
）
０
１
８
１

【
税
収
確
保
に
努
め
ま
す
】

　

市
税
は
、
社
会
保
障
、
教
育
、
道
路

整
備
な
ど
の
貴
重
な
財
源
で
あ
り
、
み

な
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
重

要
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
市
税
を

滞
納
す
る
こ
と
は
、
市
の
財
政
を
圧
迫

し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
来
し
ま

す
。
市
で
は
、
充
実
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
今
後
も
法
律
に

従
っ
た
徴
収
事
務
を
行
い
ま
す
。

【
滞
納
処
分
を
実
施
し
ま
す
】

　

納
期
限
が
過
ぎ
て
も
未
納
の
人
に

は
、
督
促
状
や
文
書
に
よ
り
納
税
の
催

告
を
行
い
ま
す
。

　

催
告
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
滞

納
を
続
け
る
人
に
は
、
財
産
の
差
し
押

さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
実
施
し
ま
す
。

【
困
っ
て
い
る
人
は
相
談
を
】

　

災
害
や
盗
難
、本
人
や
家
族
の
病
気
、

事
業
の
休
廃
止
、
失
業
な
ど
の
や
む
を

得
な
い
事
情
や
、
多
重
債
務
な
ど
に
よ

り
市
税
の
納
期
ご
と
の
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、「
一
人
で
悩
ま
ず
、
早
め
に
」

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先
】

税
務
課
収
納
係　

☎
㉔
１
７
１
１

【
犯
人
の
手
口
】

① 

百
貨
店
を
か
た
り
「
あ
な
た
の
カ
ー

ド
が
不
正
利
用
さ
れ
た
」
な
ど
と
電

話
で
連
絡
し
て
き
ま
す
。

② 
銀
行
協
会
を
か
た
り
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
取
り
換
え
る
必
要
が
あ

る
」
と
口
座
番
号
や
暗
唱
番
号
な
ど

を
巧
み
に
聞
き
出
し
ま
す
。

③ 

「
担
当
者
が
伺
い
ま
す
」
な
ど
と
言

い
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し

取
っ
て
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
現
金
を
引
き
出

し
ま
す
。

【
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

警
察
官
や
金
融
機
関
職
員
が
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
を
預
か
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

詐
欺
電
話
は
、
突
然
か
か
っ
て
く
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
ま
さ
れ
な
い
た

め
に
も
、
留
守
番
電
話
に
設
定
す
る
な

ど
、
詐
欺
被
害
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
警
察
署
・
大
洲
地
区
防
犯
協
会

☎
㉕
１
１
１
１

　

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
と
は
、
相

続
人
が
法
務
局
（
登
記
所
）
に
必
要
な

書
類
（
戸
除
籍
謄
本
な
ど
）
を
提
出
し
、

登
記
官
が
内
容
を
確
認
し
た
う
え
で
、

法
定
相
続
人
が
誰
で
あ
る
の
か
を
登
記

官
が
証
明
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
相
続
登
記
を
含
む
各
種
相
続
手
続

き
で
戸
籍
謄
本
の
束
を
何
度
も
出
し
直

す
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

※ 

相
続
手
続
き
で
必
要
と
な
る
書
類

は
、
各
機
関
で
異
な
り
ま
す
の
で
、

必
要
な
書
類
は
提
出
先
の
各
機
関
に

ご
照
会
く
だ
さ
い
。

※ 

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
の
詳
し
い

内
容
は
、
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

高
速
道
路
夜
間
通
行
止
め

11
・
12
月
は

市
税
滞
納
整
理
強
化
期
間
で
す

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預

か
り
ま
す
」
は
詐
欺
で
す

法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
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所
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

大
洲
市
、
西
予
市
、
宇
和
島
市
合
同
の

「
が
ん
ば
っ
て
ま
す
！
南
予
」
の
ブ
ー

ス
を
設
置
し
て
、
復
旧
・
復
興
の
状
況

を
広
く
伝
え
、
物
産
販
売
な
ど
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
飲
食
ブ
ー
ス
や
県
・
市

町
か
ら
の
関
連
事
業
に
関
す
る
出
展
の

ほ
か
、
所
内
見
学
で
は
高
浜
虚き
ょ

子し

の
句

碑
が
公
開
さ
れ
ま
す
。

　

入
場
無
料
で
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の

う
え
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
】

▽
11
月
16
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

▽
11
月
17
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

【
場　

所
】
松
山
刑
務
所

（
東
温
市
見
奈
良
１
２
４
３
・
２
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
山
刑
務
所

☎
０
８
９
（
９
６
４
）
３
３
５
５

　

子
育
て
で
悩
ん
で
い
る
人
は
い
ま
せ

ん
か
。
心
が
通
じ
合
う
親
子
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
具
体
的
に

学
ぶ
よ
い
機
会
で
す
。
参
加
は
無
料
で

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】 
11
月
16
日
㈯

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

【
場　

所
】
大
洲
市
文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

【
講　

師
】
山
口　

和か
ず

惠え　

さ
ん

（
親
業
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

お
お
ず
親
・
お
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

☎
㉕
０
９
５
８

〜
安
心
安
全
な
大
洲

大
洲
地
区
保
護
司
会
〜

　

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
幸
せ
な
社

会
を
築
く
た
め
に
、
犯
罪
や
非
行
の
予

防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
を
信
じ
、
理
解
を

深
め
、
地
域
で
温
か
く
見
守
り
ま
し
ょ

う
。
地
域
の
支
え
る
力
が
、
犯
罪
や
非

行
の
予
防
の
第
一
歩
で
す
。
手
を
携
え

て
明
る
い
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

参
加
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】
11
月
13
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

【
場　

所
】
長
浜
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

※ 

長
浜
中
学
校
体
育
館
が
工
事
中
の
た

め
変
更
し
て
い
ま
す
。

【
内　

容
】

▽
意
見
発
表
（
中
学
生
ほ
か
）

　

〜
明
る
い
社
会

「
あ
な
た
の
声
を
聞
か
せ
て
」
〜

▽
記
念
演
奏

　

愛
媛
県
警
察
音
楽
隊
、

　

長
浜
中
学
校
吹
奏
楽
部

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
57
６
５
７
７

イ

 

ベ
ン
ト

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
山
地
方
法
務
局
大
洲
支
局

☎
50
５
０
５
５

http://houm
ukyoku.m

oj.go.jp/
hom
u/static

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
菜
の
花

の
種
ま
き
を
畑
の
前
橋
周
辺
で
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】
10
月
28
日
㈪

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

（
受
け
付
け
：
午
前
９
時
〜
）

※
小
雨
決
行
、
予
備
日
：
10
月
29
日
㈫

【
集
合
場
所
】
畑
の
前
橋
下
（
若
宮
）

※ 

作
業
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
軍
手
な
ど
は
各
自
で
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

肱
川
を
美
し
く
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局

（
大
洲
河
川
国
道
事
務
所
肱
川
出
張
所
内
）

☎
㉕
４
６
４
９　

℻
㉕
６
３
６
０

　

大
洲
福
祉
会
館
主
催
で
、
人
権
セ
ミ

ナ
ー
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
入

場
は
無
料
で
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】

11
月
８
日
㈮　

午
後
１
時
35
分
〜

【
場　

所
】

愛
媛
県
立
大
洲
高
等
学
校　

体
育
館

【
講　

師
】
島
田　

妙た
え

子こ

さ
ん

（ 

一
般
財
団
法
人
児
童
虐
待
防
止
機
構

オ
レ
ン
ジ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｏ
理
事
長
）

【
演
題
】

「
命
の
鼓
動〜

輝
く
未
来
に
向
か
っ
て
〜
」

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
福
祉
会
館　

☎
㉕
０
９
４
７

人
権
啓
発
課　
　

☎
㉔
１
７
４
６

　

四
国
矯
正
展
は
、
刑
務
所
作
業
製
品

即
売
会
な
ど
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
で
、
矯

正
行
政
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
求
め

る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
、
松
山
刑
務

大
洲
福
祉
会
館

人
権
セ
ミ
ナ
ー

第
₆₉
回
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
in
長
浜
中
２
０
１
９

肱
川
を
美
し
く
す
る

お
花
は
ん

親
業
に
学
ぶ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

「
四
国
矯
正
展
」
開
催
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私
は
、
大
学
卒
業
後
、
県
外
で
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
行
政
書
士
、
土
地

家
屋
調
査
士
の
資
格
を
取
得
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
地
元
大
洲
へ
戻
り
、
先

代
で
あ
る
伯
父
が
経
営
す
る
事
務
所
に

入
所
し
、
土
地
家
屋
調
査
士
と
し
て
活

動
し
つ
つ
、
平
成
21
年
に
は
、
司
法
書

士
の
資
格
も
取
得
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

昨
年
10
月
に
伯
父
の
後
を
継
ぐ
形
で
現

在
の
事
務
所
を
経
営
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

司
法
書
士
の
仕
事
に
つ
い
て
、
伯
父

の
時
代
は
、
高
度
経
済
成
長
期
の
時
代

で
あ
り
、
新
築
住
宅
に
関
す
る
手
続
き

が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
現

在
は
そ
の
よ
う
な
業
務
は
減
り
、
高
齢

化
社
会
を
反
映
し
て
か
、
相
続
、
遺
言
、

成
年
後
見
に
関
す
る
業
務
が
増
え
て
き

ま
し
た
。
特
に
成
年
後
見
は
、「
人
の

人
生
の
代
理
人
」
と
い
う
責
任
重
大
な

司法書士浜田佳紀事務所
（東若宮 5 番地 １ 　☎２5︲63２0）

浜田　佳
よし

紀
のり

　さん

　「 4 代にわたって事務所を開
いています」と話す36歳。

時
代
の
流
れ
に
対
応
し
て
視
野
を
広
げ
た
い

仕
事
で
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
、

難
し
い
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
す
が
私
た
ち
の

仕
事
で
、関
係
者
の
み
な
さ
ん
が
助
か
っ

た
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
と
て
も

あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、現
在
の
取
り
組
み
に
加
え
、

社
会
の
変
化
に
応
じ
て
必
要
と
さ
れ
る

手
続
き
を
自
分
な
り
に
捉
え
て
、
視
野

を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

も
し
、
み
な
さ
ん
が
法
律
の
こ
と
で

困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
一
人
で
悩
む

こ
と
な
く
、
お

気
軽
に
ご
相
談

し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま

す
。
親
切
・
丁

寧
な
サ
ポ
ー
ト

を
お
約
束
し
ま

す
。

　みなさんこんにちは。
　大洲高等学校肱川分校 3 年の藤本海

かい

里
り

です。
　令和元年度第57回愛媛県南予支部高等学校定時制生
徒生活体験発表大会が、 9 月２4日㈫、肱川分校武道場
で開催されました。この大会は、南予の定時制高校で
ある宇和島東高等学校・八幡浜高等学校・大洲高等学
校肱川分校に通う生徒たちが、豊かな生活体験を発表

―次回は大洲農業高等学校からです。

することにより、温かい心情と誠実な人間性の育成
を図る行事です。私は肱川分校の代表として出場し、
最優秀をいただくことができました。
　次は南予地区の代表として、１0月２3日㈬に松山商
業高等学校で開催される県大会に出場します。自分
の思いを精一杯伝えてこようと思います。
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図書館

　大洲市読書活動研究集会は今年で２3回目となりました。
　今年は、『期待はずれのドラフト １ 位　逆境からのそれぞれのリベンジ』『プロ野球を選ばなかった怪物たち』
など多数の著書を発表している、スポーツライターの元永知宏さんをお迎えして、講演会を開催します。みな
さんのご来場をお待ちしています。
【日　時】　１１月 9 日㈯　午前 9 時45分～　※開場　午前 9 時30分～
【場　所】　大洲市立図書館　コミュニティホール
　　　　　※ 駐車場には限りがあるため、なるべくお誘い合わせのうえ、お乗り合わせで

お越しいただくか、大洲市内循環バス「ぐるりんおおず」をご利用ください。
【テーマ】　「スポーツライターの読書術」
【入場料】　無料
【問い合わせ先】　大洲市立図書館　☎59－4１１１

　１0月２7日㈰から１１月 9 日㈯
は、第73回秋の読書週間です。
　毎日忙しさに追われて、自
分が置いてけぼりになってし
まうこともありますよね。で
も本は、私たちのペースに合
わせて、いつまでも待ってく
れます。読書週間中は、図書
館でほっと一息つきません
か。

（本文紹介TRCマークより）
※ 図書館のホームページで図書の検索や予約ができます。

　浜名湖を臨む静かな無人駅。そ
こにあるベンチには、不思議な伝
説があった。オレンジ色の夕焼け
の中、ベンチに座り、「会いたい」
と強く願えば、やさしい奇跡が訪
れて…。切なくも温かい5つの「再
会」の物語。

　ぼあああああ…。世
よ

にも奇
き

妙
みょう

な
部
ぶ

活
かつ

動
どう

は、いつも突
とつ

然
ぜん

やってくる！
空
そら

飛
と

ぶくじらに吸
す

い込
こ

まれ、さまざ
まな時

じ

代
だい

のいろんな世
せ

界
かい

へタイムス
リップする、中

ちゅう

学
がく

２ 年
ねん

の頼
より

子
こ

と凪
なぎ

人
と

のふしぎな冒
ぼう

険
けん

ファンタジー。

無人駅で君を待っている
いぬじゅん著　出版：スターツ出版

空
そら

飛
と

ぶくじら部
ぶ

（Y
ヤングアダルト

A）　
石
いし

川
かわ

　宏
ひろ

千
ち

花
か

著
ちょ

　出
しゅっ

版
ぱん

：PHP研
けん

究
きゅう

所
しょ

オススメ新着図書

図書館に元永知
とも

宏
ひろ

さん（大洲市出身）がやってくる

“おかえり、栞
しおり

の場所で待ってるよ”

大洲市立図書館　　☎ 59ー4111

長浜分館 　☎ 52ー1121

肱川分館 　☎ 34ー2319

河辺分館　 　☎ 39ー2111

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 ₇ ₈ 9

10 11 12 13 14 15 16

1₇ 1₈ 19 20 21 22 23

24 25 26 2₇ 2₈ 29 30

■＝１１月の休館日

開館時間
午前 9時30分～午後 6時

 河辺分館のみ
平日は午後 5 時まで
土日祝日は午後 １ 時まで

※ 30日㈯は館内図書整理日のため休
館します。

（一般）　「Do it yourself」

（児
じ

童
どう

）　「パン・めん・おかし
　　　　　　小

こ

麦
むぎ

粉
こ

でつくるよ」

11 月 展 示
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保健センター
大洲市保健センター☎23ｰ0310（大洲地域）
長浜保健センター　☎52ｰ3055（長浜地域）
肱川保健センター　☎34ｰ2340（肱川地域）
河辺保健センター　☎39ｰ2113（河辺地域）

小 児 在 宅 当 番 医

（診療時間：午前 9 時～午後 5 時　※は午後 6 時まで）小児在宅当番医での外科
治療は対応困難のため、ケガの場合は、当日の救急病院をご利用ください。

11月の各種検診（健診） 
　妊婦関係（こんにちは赤ちゃんクラブ）　

　特定・後期高齢・39歳以下健診、がん検診　※事前に申し込みください

3 日（日・祝） 亀 井 小 児 科 （ 東 大 洲 ） ☎0893(24)3757
４ 日（月・振） みかんこどもクリニック※ （八幡浜市） ☎0894(20)8800
10日㈰ ご う お 小 児 科 医 院 （ 西 大 洲 ） ☎0893（24）3936
17日㈰ 一次救急休日・夜間診療所※ （八幡浜市） ☎0894（24）1199
23日（土・祝） お お む ら 小 児 科 （ 内 子 町 ） ☎0893(44)7117
24日㈰ 守 口 小 児 科 ※ （八幡浜市） ☎0894(24)7700

　乳幼児関係　
実施日 受付時間 場　所 対　象　者 持参品

１２日㈫
午後 0 時45分～

１ 時30分
大洲市
保健センター

４ カ月児健診　  　（令和元年 6 月生）
▽母子健康手帳
▽アンケート
▽バスタオル

13日㈬ 10カ月児育児相談（平成31年 1 月生） ▽母子健康手帳
▽アンケート
▽ハンドタオル

19日㈫ 1 歳 ６ カ月児健診（平成30年 4 月生）
26日㈫ ３ 歳児健診　※　 （平成28年10月生）

実施日 受付時間 場　所 対象者および内容 持参品

１5日㈮

①午後 6 時40分～
②午後 7 時05分～
③午後 7 時30分～
各回 1 時間程度

大洲市
保健センター

【対象者】出産予定日が令和元年12月
～令和 2 年 3 月の人

【内　容】
▽赤ちゃんのお風呂
▽パパの妊婦体験
※�希望する人は11月14日㈭までに申し

込みください。

▽母子健康手帳
▽エプロン
▽タオル
▽カメラ（携帯）

実施日 受付時間 場　所 対象者／料金

１ 日㈮

午前 8 時30分
～11時

長浜
保健センター

大洲市民で、今年度受診していない人
▽特定健診　　　　　　40～74歳の国保加入者／1,000円
※該当者には特定健康診査受診券などを送付しています。
※�保険証・特定健康診査受診券・問診票など（健診申し込み後に

健診の 4 ～ 5 日前に届きます）を持参してください。
▽後期高齢者健診　　　75歳以上の人／無料
▽39歳以下健診　　　　20～39歳以下の人／1,000円
▽胃がん検診　　　　　40歳以上の人／1,300円
▽肺がん検診　　　　　40歳以上の人／700円
▽大腸がん検診　　　　40歳以上の人／600円
▽前立腺がん検診　　　50歳以上の男性／2,200円
▽肝炎ウイルス検診
　40歳以上で、過去にこの検診を受けたことがない人／700円
※75歳以上の人は、前立腺がん検診を除いて無料です。
▽結核検診（肺がん検診で同時実施）　65歳以上の人／無料
※本人確認のため保険証を持参してください。

5 日㈫
6 日㈬
7 日㈭

大洲市
保健センター

※ 3 歳児健診を受ける際は、事前にご家庭でチャイルドノートに掲載してある、目と耳の検査をしてからお越しください。

　婦人がん検診（乳がん検診・子宮頸がん検診）※事前に申し込みください
実施日 受付時間 場　所 対象者／料金

１ 日㈮ 【乳がん検診】
午前 8 時30分～11時
午後 1 時～ 1 時30分

【子宮頸がん検診】
午後 1 時～ 1 時30分

長浜
保健センター

大洲市民で、今年度受診していない人
▽子宮頸がん検診　　２0歳以上の女性／１,000円
▽乳がん検診　　　　40歳以上の女性／１,２00円
※75歳以上の女性は無料です。
※本人確認のため保険証を持参してください。
※クーポン券（今年度）をお持ちの人は持参してください。

5 日㈫
6 日㈬
7 日㈭

大洲市
保健センター

※ 特定健診・後期高齢者健診・39歳以下健診・各種がん検診の申し込み方法については「広報おおず 4 月号」、「２0１9年健康チェッ
クカレンダー」、「市公式ホームページ」に掲載していますのでご覧ください。

※ご不明な点がありましたら、保健センターまでお問い合わせください。
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各種相談ガイド （曜日指定の相談は、祝日・年末年始を除きます）

一般歯科・矯正歯科・小児歯科

大洲市東大洲1649-1

土・日も診察しております。
火曜日は訪問診療のため、一般外来は休診

ハロー歯科クリニック

0893-25-1184

歯科用
CT設置

診 療 時 間
午前 10：00～13：00 休診

休診

休診

休診午後 14：30～20：00 18：00

月
● ▲

▲●
●
●

● ●
●

火 水 木 金 土日 祝

人生のリスタートをサポートします ！

弁護士 村上勝也（愛媛弁護士会所属）
借金，夫婦・男女問題，交通事故，相続，成年後見などご相談ください。

村上勝也法律事務所
相談料は（１時間ごと）

個人的なご相談は 5000円（税別） １万円（税別）

そして詳細はウェブサイトへ！ http://www.murakami-law.net
大洲市中村 231愛媛舗道ビル２階 1号
（JR大洲駅から走って 1分・徒歩 2分）

事業者のご相談は

まずはお気軽にお電話ください！ ☎0893ｰ57ｰ6266
一定の資力以下の方には 無料法律相談 もあります。また弁護士費用の 分割払い 制度もあります。

LINE@始めました

▽市民法律相談　※要電話予約
時　１１月２3日㈯　午前１0時～午後 4 時
場　大洲市民会館
問　総務課行政係　☎２4－１7２4

▽無料法律相談　※要電話予約
時　１１月２１日㈭　午後 ２ 時～ 4 時30分
場　大洲商工会館
問　大洲商工会議所　☎２4－4１１１

▽無料労務相談　※要電話予約
時　１１月２１日㈭　午後 ２ 時～ 4 時30分
場　大洲商工会館
問　大洲商工会議所　☎２4－4１１１

▽年金出張相談　※要電話予約
時　１１月 7 日㈭ ･ ２２日㈮
　　午前１0時～午後 3 時30分
場　総合福祉センター
問　松山西年金事務所　☎089－9２5－5１05

▽行政相談（総務省）
大洲地域
時　１１月２0日㈬　午前 9 時～正午
場　市役所 3 階第 ２ 会議室
問　総務課行政係　☎２4－１7２4
長浜地域
時　１１月２２日㈮　午後 １ 時～ 4 時
場　長浜体育館 １ 階会議室
問　長浜支所　☎5２－１１１１
肱川地域
時　１１月 5 日㈫　午後 １ 時30分～ 4 時30分
場　肱川公民館 3 階和室
問　肱川支所　☎34－２3２0

▽不動産無料相談
時　１１月１5日㈮　午前１0時～午後 4 時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　ビアスプランニング㈱　☎２5－１747

▽人権相談
大洲地域
時　１１月１5日㈮　午前１0時～正午
場　菅田公民館
時　１１月２0日㈬　午前１0時～正午
場　人権啓発課（別館 3 階）
長浜地域
時　１１月１5日㈮　午後 １ 時～ 3 時
場　長浜体育館
河辺地域
時　１１月１１日㈪　午前１0時～午後 4 時
場　河辺公民館
問　急ぐときは法務局大洲支局
　　☎0570－003－１１0
　　人権啓発課　☎２4－１746

▽子育て相談
家庭児童相談
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時１5分
場　子育て支援課
問　☎２4－57１8
家庭教育・子育て相談
時　 月・火・木・金曜日の午前 9 時～午後 4 時
場　 大洲子育てサポートそよ風（喜多小学校内）
問　☎２4－4580
▽ おおずふれあいスクール相談
　【不登校・ひきこもりなど】
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時１5分
場　国立大洲青少年交流の家（自然環境館 3 階）
問　☎２4－１4１4

▽青少年相談
時　 月～金　午前 8 時30分～午後 5 時１5分
場　青少年センター（教育委員会内）
問　☎２4－7830

▽心配ごと相談
大洲地域
時　〔 一般相談〕毎週月・水曜日
　　〔  法律相談〕
　　　弁護士　※ 要電話予約
　　　毎月第 １ ・ 3 火曜日
　　　司法書士など　
　　　毎月第 ２ ・ 4 ・ 5 火曜日・毎週木曜日
　　〔  介護相談〕毎週金曜日
　　 午前１0時～正午・午後 １ 時～ 4 時
　　※法律相談（弁護士）は午前１0時～正午
場　総合福祉センター
問　社会福祉協議会窓口　☎２3－03１3
    （相談室直通）　　　　☎２3－56２9
長浜地域
時　１１月２２日㈮　午後 １ 時～ 4 時
場　長浜体育館 １ 階会議室
問　社会福祉協議会長浜支所　☎5２－１１94
肱川地域
時　１１月 5 日㈫　午後 １ 時30分～ 4 時30分
場　肱川公民館 3 階和室
問　社会福祉協議会肱川支所　☎34－２3１２
河辺地域
時　１１月 8 日㈮　午前 9 時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　社会福祉協議会河辺支所　☎39－２5１0

▽物忘れ相談　※要電話予約
時　１１月２7日㈬　午後 １ 時30分～ ２ 時30分
場　総合福祉センター １ 階応接室
問　地域包括支援センター（高齢福祉課内）
　　☎２4－１7１4

救急当番病院
曜  日 昼間帯 【午前 8 時30分～午後 5 時30分】 夜間帯 【午後 5 時30分～翌午前 8 時30分】

月・火 市 立 大 洲 病 院（西大洲） 　☎24－2151
水 加 　 戸 　 病 　 院（内子町） 　☎44－5500

木 大洲記念病院（徳　森）

☎25－2022
市立八幡浜総合病院（八幡浜市）

☎0894（22）3211
金・土 大 洲 中 央 病 院（東大洲） 　☎24－4551

日 大洲中央病院（東大洲）

☎24－4551（～午後 6 時）
市立八幡浜総合病院（八幡浜市）

☎0894（22）3211

大洲喜多休日夜間急患センター
【場　　所】　大洲市東大洲
【電　　話】　0₈93（23）115₆
【診療科目】　内科
【診療時間】　平日・土曜　午後 ₈ 時～午後11時
　　　　　　日曜・祝日　午前 9 時～午後 ₆ 時
　　　　　　日曜（夜間）　午後 ₈ 時～午後11時

　曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の救急などのご相談は、
その日の救急当番病院にご連絡ください。

※休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診察を行います。
　一般の夜間診療所ではありません。
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南予地域で働く皆さんの味方です。
なんでも労働相談ダイヤル・無料

相談：rengo-ehime-nanyo@coral.plala.or.jp

労働問題等でお困りの方は連合愛媛まで

連合愛媛南予地域協議会
宇和島市中央町２丁目４番10号
TEL 0895-28-6679
FAX 0895-28-6689

0120－154－052
い　こ う     よ 連     合      に

秘密厳守

牛鬼すとりーと

宇和島
労働会館
２階

岩　村
万年堂

焼肉　銀

マルオ―

南予
文化
会館

http://www.rengo-ehime.jp/ 

古新聞・古雑誌・ダンボール・
アルミ缶・スチール缶

1kg

２ポイント

ポイントを貯めて
５００ポイントで

商品券と交換
500円分の

0893-25-3329
（有）クリーンセンター 大洲市菅田町菅田甲3051-1

ユーズドショップ亀田

亀 田 質 店
バイパス大洲南出入口（北只
交差点）より旧56号線へ150m大洲店 24-5700

【営業時間】 9：00～20：00 【定休日】水曜日

金・プラチナ高価買取   ブランド品販売
商品券・金券も高価買取 質預りも

当社ホームページ

　　 長浜フォークソング愛好会

     代表　大島　敏
と し

男
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おおずの元気

　私が学生のころ、井上陽
よう

水
すい

、さだまさし、南こうせつ、
吉田拓

たく

郎
ろう

にあこがれてギターを始めました。その後、当
時中学生だった息子の「ギターを始めたい」という言葉
をきっかけに、地域の仲間や子どもたちが集まって、愛
好会を平成８年に結成しました。新築直後の「長浜ふれ
あい会館」で、毎週盛んに練習していたころは、会員数
が10人を超え、あらゆる会場でフォークソングを披露し
ていました。最近は、子どもたちも社会人となって人数
も減り、練習日も少なくなって１年に数回の披露となり
ました。
　私たちの演奏では全員がボーカルとなり、ピアノ、ギ
ター、ベース、ドラムなどいろいろな楽器を交え、それ
ぞれがパートごとに演奏や歌声を披露しています。そし
て、聴いていただくみなさんが気持ちよくリフレッシュ
できるようにと思いながら披露しています。ただ、フォー
クソング世代の歌だけだと単調になってしまうので、最
近の流行の歌も取り入れながら一生懸命練習していま
す。
　最近は、他市町のイベントにも呼んでいただくように
なり、それをきっかけに各市町のメンバーと合流し演奏
させていただいて「つながり」も増えました。この「つ
ながり」を大切にし、歌に思いを込めて、歌い続けたい
と思います。
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右奥が大島さん


